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　５月２３日（土）・２４日（日）に観梅公園でポピー
祭りが開催され、訪れた皆さんはポピーの花畑を
楽しみました。

観梅公園ポピー祭り
Ｐ２　国民健康保険からのお知らせ

Ｐ４　防災行政無線を整備します

Ｐ５　個人住民税の納税方法について

40第 号

人　口  　63,490 人      （－54）
　男　  　31,066 人      （－20）
　女　  　32,424 人      （－34）
世帯数　  23,639 世帯  （＋  6）

住民基本台帳人口（５月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

市長対話の日
７月 25 日（土）　本庁　市民ロビー
８月 22 日（土）　支所　第２会議室
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になることもあります

平成 21年平成 21 年平成 21 年平成 21 年平成 21 年
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　

更
新
の
お
知
ら
せ

　70歳から74歳の国民健康保険加入者に交付している「高齢受給者証」の
有効期限が７月31日に切れますので、新しい「高齢受給者証」を７月下旬に
郵送交付します。
　「高齢受給者証」は自己負担割合を示すものですから、医療機関などで
受診するときには、保険証と一緒に窓口に提示してください。自己負担割合
は平成20年の所得などにより変わる場合があります。
　有効期限切れとなった「高齢受給者証」は市役所に返却するか、できない
場合はご自分で責任を持って破棄してください。

　市では、入院した時に支払う医療費の自己負担額が軽減される認定証
や、食事代が軽減される認定証を、申請により発行しています。現在交付さ
れている認定証は７月31日で有効期限切れとなりますので、引き続き対象と
なる人は申請してください。申請した月の１日から適用となります。
●限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関窓口に提示すると、表１または表２のとおり入院時の自己負担額
が限度額までとなり、食事代の自己負担額（食事療養標準負担額）が減額さ
れます。交付対象者は、市民税が世帯で非課税の国民健康保険加入者で
す。
●限度額適用認定証
　医療機関窓口に提示すると、表2のとおり入院時の自己負担額が限度額ま
でとなります。交付対象者は、70歳未満で市民税課税世帯の国民健康保険
加入者です。
◎申請に必要なもの

※国民健康保険税を滞納していると限度額適用認定証は交付できません

問合せ ▼

本庁国保年金課国保係・支所住民税務課国保年金係（☎３８２－１１１１）

市
民
税
非
課
税
世
帯

低
所
得
Ⅱ

低
所
得
Ⅰ

国民健康保険高齢受給者証の更新について

入院時の窓口での支払いが限度額までになる認定証を発行しています

・保険証 
・すでに交付を受けている人はお持ちの認定証

・印鑑

表１　70歳以上の人の自己負担額・食事療養標準負担額

区分 基　　準
入院時自己
負担限度額
（月額）

食 事 療 養
標準負担額
（１食あたり）

国民健康保険加入者
全員と世帯主が市民
税非課税の人

国民健康保険加入者
全員と世帯主が市民税
非課税の人

24,600円
210円

（160円※3）

国民健康保険加入者
と世帯主が市民税非
課税の人で、その世帯
の所得が必要経費・
控除を差し引いたと
き0円になる人

15,000円 100円

表２　70歳未満の人の自己負担限度額・食事療養標準負担額

区分

上 位
所得者

基　　　準
入院時自己負担限
度額（月額）（　）内
は多数該当※1

食 事 療 養
標準負担額
（1食あたり）

基礎控除後の所得が 600
万円を超える世帯の人

150,000 円＋1％※2
（83,400 円）

一 般
上位所得者と非課税以
外の世帯の人

80,100 円＋1 ％※2
（44,400 円）

非課税

※１　過去 12カ月内に４回以上高額療養費の支給を受
けた場合

※２　医療費から一定の額（上位所得者は 500,000
円、一般は 267,000円）を差し引いた金額の 1％

※３　過去 12カ月の入院日数が 90日を超える場合

35,400 円
（24,600 円）

210円
（160円※3）

260円
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国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診個別健診を国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査

個別健診を
実施しています実施しています実施しています

　平成21年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から日時
を指定することはありません。皆さんの都合のよい時に希望する医療機関で受診してください。
※集団健診の実施日・該当地区は「広報あんなか」５月号をご覧ください
個別健診実施期間 ▼６月１日（月）～11月30日（月）
料金 ▼無料
健診機関 ▼下記の医療機関（※印の医療機関は予約が必要です）

注意事項
◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してください
◆65歳以上の人で受診票右面に基本チェックリストがある人は必ず記入してください
◆午前中のみの受診となりますので、朝食を食べずに受診してください

その他
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合または長寿医療制度（後期高齢者医療制度）加入者で市外に転出し
た場合は、市から送付した受診票・受診券では受診できません。すみやかに受診票・受診券を市へお返しください。
資格喪失後に受診した場合は全額自己負担になります
◆集団健診を受診した人は受診できません。重複して受診した場合はあとから受けた健診費用は全額自己負担にな
ります
◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診を受けた場合は、この健診を受ける必要はありません。お手
数ですが、健診結果を安中市へお知らせください
◆被用者保険の被扶養者の人の特定健康診査も上記医療機関で受診することができます
◆安中市人間ドックを受診する人は、健診項目が重複するため受診できません

問合せ ▼本庁国保年金課国保係（☎３８２－１１１１）

医療機関名
385-1511

381-0485

380-1717

381-2201

381-0448

380-1181

385-8255

385-1351

393-5311

アミヤ医院
有坂内科医院　※
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック　※
上杉医院　※
大貫クリニック　※
岡田医院　※
おにかた医院　※
くろさわ医院

385-8221

385-8551

382-8111

382-1123

385-7858

382-3131

382-2210

393-1731

393-1005

公立碓氷病院　※
櫻井内科医院　※
さわやかクリニック
正田病院　※
城田医院　※
須藤病院　※
高橋医院　※
田口医院
武井内科循環器科

385-6031

393-1324

381-0229

382-1255

393-1301

384-1126

382-2510

半田内科医院
藤巻医院
堀口医院　※
本多病院　※
松井田病院　※
みやぐち医院　※
茂木内科医院

50音順



近
年
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
全
国
各
地
で
相

次
い
で
い
ま
す
。
突
発
的
な
災
害
に
対
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の
適
切
な
行
動
が
非
常
に
重
要
で

す
。
市
は
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
平
成
21
・
22
年
度
で
旧
安
中
市
地
域
へ
の
防
災
行
政
無

線
施
設
の
設
置
、

旧
松
井
田
町
地
域

の
既
設
の
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
行
い
ま

す
。

４広報あんなか　２００９年７月号

防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
!!

写真上：松井田支所内の防災行政無線
操作卓

写真右：旧松井田町内に設置されてい
る屋外子局

　

災
害
時
に
は
迅
速
で
正
確
な
情
報
の
伝
達
が
人
的
・
物
的
被
害
の
程

度
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
全
域
に
行
政

防
災
無
線
を
整
備
し
、
県
の
防
災
行
政
無
線
も
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
充
実
・
強
化
が
図
れ
ま
す
。

　

旧
松
井
田
町
地
域
に
は
既
に
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
防
災
行
政
無
線
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、整
備
す
る
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
方
式
）
も
、

親
局
を
中
心
に
市
内
に
点
在
す
る
屋
外
子
局
と
の
間
で
一
斉
通
報
が
で

き
る
屋
外
拡
声
器
方
式
で
す
。

　

平
成
21
年
度
に
旧
安
中
市
地
域
に
デ
ジ
タ
ル
屋
外
子
局
を
新
設
、
本

庁
舎
内
に
親
局
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
松
井
田
町
地
域
の
防
災
行

政
無
線
と
本
庁
の
親
局
を
接
続
し
、
本
庁
か
ら
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
可

能
に
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
は
旧
松
井
田
町
地
域
の
既
設
屋
外
子
局

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
統
括
管
理
を
市
役
所
本
庁
で
一
元
的
に
行
い
ま
す
。

　

こ
の
防
災
行
政
無
線
で
放
送
（
通
報
）
で
き
る
内
容
は
、
地
方
自
治

法
第
２
条
に
定
め
る
市
町
村
事
務
の
範
囲
で
、
防
災
・
防
犯
・
火
災
情

報
の
ほ
か
市
政
情
報
全
般
で
す
。

　

ま
た
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
な
ど
の
有
事
関
連
情
報
や
、
気
象

庁
か
ら
の
緊
急
地
震
速
報
な
ど
対
処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
事
態
に
関

す
る
緊
急
情
報
を
、
通
信
衛
星
を
利
用
し
て
瞬
時
に
伝
達
す
る
こ
と
が

で
き
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
接
続
し
ま

す
。

　

な
お
、旧
松
井
田
町
地
域
の
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
た
戸
別
受
信
機
（
ア

ナ
ロ
グ
）
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
▼
本
庁
安
全
安
心
課
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

設　　　備　　　名
親　　　局…操作卓・自動プログラム送出装置・地図表示盤など
屋 外 子 局…受信拡声装置・マイクロホン・チャイムなど
中　継　局…電波伝搬状況の悪い地域において、送信局か

ら受信局への電波を中継するもの
再送信子局…親局と他の子局との間の通信を中継するもの
遠隔制御設備…親局以外の場所から子局に対し選択呼出し・

通報を行う装置

設　置　場　所
市役所本庁
158局（旧安中市地域 107・旧松井田町地域 51）
小根山森林公園

自性寺集会所・市消防団第 11分団第 2部詰所
松井田支所・安中消防署・松井田分署

安中市防災行政無線設備概要



問
合
せ
▼

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

支
所
住
民
税
務
課
税
務
収
納
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

◎
ど
の
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
の
？

　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど

で
、
介
護
保
険
料
の
徴
収
と
同
じ
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
ま
す
。

※

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん

◎
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
税
額
は
？

　

前
年
中
に
受
給
し
た
公
的
年
金
な
ど
（
厚
生
年
金･

共

済
年
金
な
ど
）
に
か
か
る
所
得
額
に
応
じ
た
税
額
で
す
。

※

前
年
中
に
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
場
合…

　

公
的
年
金
な
ど
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら

の
所
得
に
か
か
る
税
額
は
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
ず
に
、
従
来
の
方
法
で
別
途
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。

※
前
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
の
例…

◎
特
別
徴
収
の
開
始
時
期

　

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
る
の
は
、
平
成
21

年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
、
今
年

度
は
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
税
額
の
半
分
を
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
の
納
税
方
法
が
変
わ
り
ま
す

〜
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
〜

公
的
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
納
税
の
便
宜
を
図

る
観
点
な
ど
か
ら
、
平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年

金
よ
り
個
人
住
民
税
に
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
（
差
し
引
き
）
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

⬇

納
付
書
・
口
座
振
替
に

よ
る
納
税（
普
通
徴
収
）

公
的
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
（
特
別
徴
収
）

◎
ど
う
変
わ
る
の
？

　

個
人
住
民
税
の
う
ち
、
年
金
所
得
に
か
か
る
税
金
の

納
税
方
法
が
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

平
成
21
年
10
月
か
ら

※

特
別
徴
収
開
始
に
よ
っ
て
新
た
に
税
負
担
が
生
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

◎
対
象
と
な
る
人
は
？

　

原
則
と
し
て
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
が
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

個
人
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
は
、
特
別
徴
収
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

①
年
齢
が
65
歳
以
上
の
人

②
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人

③
前
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
、
21
年
度
に

個
人
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

④
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
人

そ
の
年
度
の
個
人
住
民
税
額

（
①
＋
②
＋
③
）

納
税
方
法

①
給
与
所
得
に
係
る
税
額

給
与
か
ら
差
し
引
き

（
ま
た
は
納
付
書
・
口
座
振
替
）

③
営
業
・
農
業
・
不
動
産

所
得
な
ど
に
か
か
る
税
額

納
付
書
・
口
座
振
替

（
ま
た
は
給
与
か
ら
差
し
引
き
）

②
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
税
額

公
的
年
金
か
ら
差
引
き



新しい特別職の皆さん新しい特別職の皆さん
を紹介しますを紹介します
新しい特別職の皆さん
を紹介します

６広報あんなか　２００９年７月号

平
成
21
年
第
２
回
安
中
市
議
会

臨
時
会
報
告

　

５
月
14
日
に
、
平
成
21
年
第
２
回
安
中
市
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど
、
４
議

案
を
市
長
が
提
出
し
た
ほ
か
新
し
い
正
副
議
長
が
就
任
し

ま
し
た
。

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
高
崎
市
等
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
の
規
約
変
更

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

平
成
21
年
第
３
回
安
中
市
議
会

臨
時
会
報
告

　

５
月
28
日
に
、
平
成
21
年
第
３
回
安
中
市
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
安
中
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、
３
議
案
を
市
長
が
提
出
し

ま
し
た
。

○
安
中
市
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

関
係
手
数
料
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

清水荘太郎　さん

新しい正副議長が新しい正副議長が
就任しました就任しました
新しい正副議長が
就任しました

教育委員

横山 登　議員 田中 伸一　議員

安中市議会副議長 安中市議会議長

中里　　稔　さん

監査委員

田村ひとみ　さん飯沼　　曻　さん

固定資産評価審査委員 公平委員



瑞宝単光章（消防功労）
内川　寔さん
（岩井）

瑞宝単光章（消防功労）
長岡　巖さん
（松井田町原）

瑞宝双光章（教育功労）
伊藤　秀男さん
（松井田町小日向）

瑞宝単光章（調停委員功労）
上原　博男さん
（松井田町上増田）

県政功労
岩井　均さん

（松井田町高梨子）

地方自治功労
栁澤　健一さん
（板鼻）

消防防災功労
横山　公男さん
（原市二丁目）

農水産業功労
小板橋　正憲さん
（松井田町新堀）

農水産業功労
遠間　真也さん
（中野谷）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

７ 市  役  所　  ３８２－１１１１

春
の
叙
勲

群
馬
県
総
合
表
彰

消
防
防
災
功
労　

安
中
市
消
防
団



８広報あんなか　２００９年７月号

長寿医療（後期高齢者医療）制度の長寿医療（後期高齢者医療）制度の
　　　　　　　　保険証を更新します　　　　　　　　保険証を更新します
長寿医療（後期高齢者医療）制度の
　　　　　　　　保険証を更新します

○８月１日から「後期高齢者医療被保険者証」が新しくなります
　新しい保険証は薄い茶色で、７月中旬頃に送付します。保険証が届きましたら、記載されている住所・氏名などを確認
し、切り取り線で切り取り、ご使用ください。
　保険証の有効期間は８月１日から来年７月31日までの１年間になります。

○前年の所得により負担割合が判定されます
　下記の自己負担割合が、現役並み所得の人は３割、一般の人は負担割合が１割となります。
　所得が145万円以上の人で、基準収入適用申請をすることにより１割になる人には、保険証送付前に申請の案内を送
付いたしますので、７月中に忘れずに申請書を提出してください。

自己負担割合の所得判定基準

※現在お使いの保険証は８月１日以降お使いになれませんので、市役所本庁または支所に返却するか、各自で廃棄して
ください

問合せ ▼本庁国保年金課給付係（☎３８２－１１１１）
　　　　支所住民税務課国保年金係（☎３９３－１１１３）

区 分

現役並み
所 得 者

一　　般

基　　　　　準
同一世帯に住民税課税所得が１４５万円以上の長寿医療制度の被保険者
がいる人。
上記に該当する人のうち、長寿医療制度の被保険者の収入が２人以上で
５２０万円未満、１人で３８３万円未満の人。
または、長寿医療制度の被保険者の収入と、世帯内の７０歳～７４歳の人
の収入を合わせた額が５２０万円未満の人
同一世帯の長寿医療制度加入者のいずれもが住民税課税所得１４５万円
未満の人。

負担割合

３割

基準収入額適用申請を
することにより１割

１割

道
路
の
里
親
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、道
路
里
親
を
実
施
し
て
い
ま
す
。道
路
里
親
制
度

と
は
団
体
・
企
業
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
市
内
の
身
近

な
生
活
道
路
を
親
代
わ
り
に
、
清
掃
や
草
刈
な
ど
の
環
境
美

化
運
動
を
実
施
し
て
い
く
制
度
で
、
里
親
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん（
道
路
の
里
親
）の
役
割

・
活
動
区
域
の
空
き
缶
・
散
乱
ゴ
ミ
等
の
収
集

・
草
刈
り
な
ど
の
除
草
作
業

・
情
報
の
提
供（
不
法
投
棄
や
道
路
の
損
傷
な
ど
）

・
そ
の
他
環
境
美
化
に
必
要
な
活
動

市
の
役
割

・
環
境
美
化
に
必
要
な
物
品
の
給
付
ま
た
は
貸
与

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入

・
掲
示
板
の
設
置（
活
動
団
体
名
入
り
）

・
そ
の
他
環
境
美
化
活
動
に
必
要
な
事
項

道
路
里
親
制
度
Ｑ
＆
Ａ

Q
・
道
路
の
里
親
っ
て
何
？

A
・
身
近
な
生
活
道
路（
市
道
）を
親
代
わ
り
で
清
掃
・
草
刈

な
ど
管
理
し
て
く
れ
る
人
や
団
体
な
ど
で
す
。

Q
・
ど
ん
な
人
が
里
親
な
れ
る
の
？

A
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・
企
業
な
ど
で
す
。

Q
・
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

A
・
道
路
の
ゴ
ミ
や
空
き
缶
を
拾
っ
た
り
、
清
掃
・
草
刈
な

ど
で
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
▼

本
庁
土
木
課
庶
務
係
・
支
所
産
業
建
設
課
建
設
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）



９ 市  役  所　  ３８２－１１１１

国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
人

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
世
帯
主

は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た

は
一
部
が
免
除
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が

猶
予
）
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
（
４
分
の
１
納
付
）、

半
額
免
除（
半
額
納
付
）、４
分
の
１
免
除（
４
分
の
３
納
付
）

が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
ま
た
は
４
分
の

１
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納

め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
は
原

則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
お
よ
び

若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら

か
じ
め
申
請
（
継
続
申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
失

業
な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）

　

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を

受
け
て
い
て
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免
除
の

承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
市
役
所
本
庁
・
支
所
の
国
民

年
金
担
当
係
へ
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な
る
と
受
給
権

が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た
に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢

厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
（「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」・
ハ
ガ
キ
様
式
）
は
、
65
歳
に
な

る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め

頃
）
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、誕
生
月
の
末
日（
１

日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
末
日
）
ま
で
に
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知
書
」が
郵
送
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
証
書
は
あ
ら
た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付

裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
の
申
請
は

　
　
　
　

原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を

　

受
け
て
い
る
人
は

　
　

65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）

本
庁
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
・
支
所
住
民
税
務
課
国
保

年
金
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

社会保険事務所から委託された民間の会社が
　　　　　　　 　　 保険料のご案内をします

　高崎社会保険事務所では平成 21 年５月から９月まで電話によ
る国民年金保険料のご案内を「キャリアリンク㈱」に委託しまし
た。
　国民年金保険料を納め忘れた人への電話によるご案内などを
「キャリアリンク㈱」の職員がさせていただく場合があります。
　なお、ＡＴＭの操作などをお願いすることはありませんので、
振り込め詐欺にはご注意ください。
　不審な点がありましたら、高崎社会保険事務所にお問い合わせ
ください。



１０広報あんなか　２００９年７月号

松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP18をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP18をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

７月の催し物ガイド
ホール
上原栄子歌謡教室発表会
5日（日）10:00 ～18:00　入場：無料
問合せ：上原栄子歌謡教室（☎385-9331）
桂  文珍 47都道府県独演会ツアー
11日（土）15:00 ～17:00
入場料：4,000 円（窓口購入 3,000 円）全席指定
問合せ：文化センター（☎381-0586）
高校音楽教室
15日（水）14:00 ～15:30　入場：関係者のみ
問合せ：県教委高校教育課（☎027-226-4674）
第 11回　ザ・ブルースカイ
26日（日）13:00 ～15:00
入場：無料　※会場内でチャリティー募金あり
問合せ：琴城流大正琴安中支部（☎382-2522）

学習室など
おもしろ科学教室ソーラーモーターを作ろう！
25日（土）9:30 ～12:00
会場：大会議室（3階）　入場：申込者
問合せ：文化センター（☎381-0586）
図書読み聞かせ
25日（土）14:00 ～15:00
会場：和室　入場：無料

７月の催し物ガイド
大ホール
第 31回少年の主張　安中市大会
4 日 ( 土 )　13:30 ～（開場：13:00）
主催：生涯学習課　入場：無料
冠二郎・上杉香緒里　歌謡ショー
20 日 ( 月 )　18:00 ～（開場：17:30）
主催：オフィス・ユウ　塩川歌謡教室
入場：前売 3,500 円・当日 3,980 円
映画ドラえもん「新・のび太の宇宙開拓史」
26 日 ( 日 )　11:00 ～・14:00 ～
　　　　　　※開場：各回 30 分前
主催：松井田文化会館
入場：前売大人 700 円・高校生以下 500 円
　　　当日券は各 100 円増
※前売で完売した場合、当日券はありません
※入場者にビュンビュンヒーロー☆ドラを
　プレゼント！

小ホール
押し花絵展示
11 日 ( 土 )・12 日 ( 日 )　9:00 ～ 17:00
※12 日は～ 15:00
主催：石井美佐子　入場：無料

●今月のピックアップ

うすい街道寄席

●今月のピックアップ

桂文珍独演会ツアー　にっぽん！ハハハ !!

日
時
▼
７
月
11
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
（
開
場
：
午
後
２
時
）

チ
ケ
ッ
ト
▼

全
席
指
定　

４
，
０
０
０
円

※

窓
口
で
の
購
入
者
は
特
別

価
格
３
，
０
０
０
円

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
好

評
販
売
中

※

電
話
受
付
も
行
っ
て
い
ま

す
※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

　

桂
文
珍
の
熟
練
の
域
に
達
し
た

落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

９
月
６
日
（
日
）　

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

チ
ケ
ッ
ト
▼

全
席
指
定
（
１
人
４
枚
ま
で
）

７
月
18
日
午
前
９
時
か
ら
文
化
会

館
窓
口
で
販
売
開
始

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
、
当

日
券
は
あ
り
ま
せ
ん

　

松
井
田
文
化
会
館
で
は
、「
笑

点
」
で
お
な
じ
み
の
春
風
亭
昇
太

さ
ん
ほ
か
若
手
落
語
家
を
迎
え
て

の
寄
席
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
演
▼
春
風
亭
昇
太
・
三
遊
亭
遊

雀
・
林
家
木
久
蔵
・
三
遊
亭
王
楽

大　
　

人

２
，
５
０
０
円

３
，
０
０
０
円

前
売

当
日

高
校
生
以
下

２
，
０
０
０
円

２
，
５
０
０
円

春
風
亭
昇
太
さ
ん

春
風
亭
昇
太
さ
ん

春
風
亭
昇
太
さ
ん
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□「
石
器
作
り
体
験
講
座
」

　

黒
曜
石
の
石
器
を
作
り
、
縄
文
料
理

（
猪
な
べ
・
木
の
実
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど
）

を
食
べ
て
縄
文
人
の
生
活
を
体
験
学
習

し
ま
す
。

日
時
▼

７
月
25
日
（
土
）・
８
月
１
日
（
土
）

※

各
回
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所
▼
学
習
の
森
（
ふ
る
さ
と
学
習
館
）

対
象
▼
小
学
生
以
上
（
親
子
で
の
参
加
が
望
ま
し
い
）

定
員
▼
各
日
と
も
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
５
０
０
円
（
材
料
費
・
保
険
料
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

７
月
３
日
（
金
）
か
ら
ふ
る
さ
と
学
習
館
ま
で
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。
育
成
会
単
位
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

※

８
月
１
日
の
講
座
に
参
加
を
希
望
す
る
小
・
中
学
生
は
学
校

を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

？ＦＡＸ問合せ ▼

安中市学習の森
３８２－７６２２
　３８２－７６２３
〒３７９－０１２３
安中市上間仁田９５１番地
furusato@des.city.annaka.gunma.jp 
http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/

西
南
戦
争
の
慰
霊
碑

　
　
　
　
　

学
習
の
森　

文
化
財
係

　

江
戸
時
代
の
庶
民
に
と
っ
て
戦
い
は
、
武
士
の
専

売
特
許
で
あ
り
、
自
分
た
ち
が
、
兵
士
と
し
て
徴
用

さ
れ
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
明
治
６
年
徴
兵
令
が
布
告
さ
れ
る

と
に
わ
か
に
兵
士
と
な
る
こ
と
が
庶
民
に
と
っ
て
も

現
実
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
庶
民
に
衝
撃

を
与
え
た
の
は
、
明
治
10
年
に
勃
発
し
た
西
南
戦
争

（
西
郷
隆
盛
が
不
平
士
族
に
担
が
れ
起
こ
し
た
反
乱
）

に
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
の
以
外
な
死
傷
率
の
高
さ
で
し

た
。
松
井
田
の
琵
琶
ノ
窪
に
は
、
西
南
戦
争
で
戦
死

し
た
二
十
一
大
区
（
明
治
初
期
に
設
置
さ
れ
た
行
政

区
画
で
現
在
の
安
中
市
の
一
部
と
富
岡
市
の
一
部
を

含
む
地
域
）
出
身
の
戦
死
者
（
新
堀
の
中
沢
長
吉
・

国
衙
の
矢
島
滝
三
・
妙
義
町
の
大
塚
幸
八
の
３
氏
）

を
弔
っ
た
「
徴
兵
戦
死
の
碑
」（
明
治
11
年
建
立
）
が

あ
り
ま
す
が
碑
文
に

は
群
馬
県
内
だ
け
で

１
２
７
人
の
戦
死
者

が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
徴
兵
令

は
、
満
20
歳
の
男
子

に
３
年
間
の
兵
役
を

課
す
も
の
で
し
た
が

全
て
の
者
が
召
集
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
各
種
の
免

役
規
定
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
身
長
五
尺
一
寸

以
下
の
者
、
病
弱
身
体
不
自
由
な
者
、
官
吏
、
陸
海

軍
学
校
生
徒
、
公
立
専
門
学
校
生
徒
、
洋
行
者
、
一

家
の
主
人
、
嗣
子
、
嫡
孫
、
独
子
独
孫
、
養
子
、
代

人
料
二
百
七
十
円
を
納
め
た
者
」
な
ど
で
し
た
。
国

民
の
側
で
は
こ
れ
ら
条
項
を
利
用
す
る
免
役
者
が
続

出
し
、
実
際
に
徴
兵
さ
れ
た
の
は
、
徴
兵
適
齢
人
口

の
数
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
有
様
で
し
た
。
し
か
し
「
日

清
戦
争
」「
日
露
戦
争
」「
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
」「
日
支
事
変
」

「
太
平
洋
戦
争
」
と
日
本
が
次
々
と
大
き
な
戦
争
に
突

入
す
る
に
従
っ
て
免
役
規
定
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、

文
字
通
り
「
国
民
皆
兵
」
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
し
た
。

徴
兵
忌
避
者
の
多
さ
は
、
徴
兵
を
庶
民
が
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
た
か
を
示
す
好
例
で
す
が
、
反
面
的
な

例
と
し
て
東
上
秋
間
の
多
胡
貞
造
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
、
明
治
８
年
徴
兵
さ
れ
、
東
京
鎮
台
に
入
営
、

同
10
年
一
等
工
卒
と
し
て
西
南
戦
争
に
従
軍
し
、
帰

還
後
病
死
し
ま
し
た
。
建
碑
を
主
導
し
た
の
は
、
の

ち
に
秋
間
村
の
初
代
村
長
と
な
る
戸
塚
信
太
郎
で
、

彼
は
西
南
戦
争
が
起
こ
る
と
、
率
先
従
軍
し
よ
う
と

し
、
戸
塚
家
の
長
男
で
あ
り
な
が
ら
従
軍
す
る
非
を

官
吏
に
逆
に
諭
さ
れ
て
諦
め
た
人
物
で
す
。
彼
は
、

除
幕
式
で
「…

王
政
復
古
以
来
士
ハ
従
来
ノ
士
ニ
非

ズ
民
ハ
従
前
ノ
民
ニ
非
ズ
均
ク
同
権
ノ
民
ナ
レ
バ
報

国
ノ
任
モ
亦
自
ヅ
カ
ラ
別
ア
ル
コ
ト
ナ
シ…

」
と
述

べ
徴
兵
を
四
民
平
等
の
証
と
し
同
郷
の
多
胡
氏
を
報

国
の
実
践
者
と
し
て
讃
え
て
い
ま
す
。

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

琵琶ノ窪に建つ徴兵戦死の碑

平成 20 年度　「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

中嶋朱音（新島学園中１年）
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１２広報あんなか　２００９年 7月号

安中市教育委員会

“マナビー”

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
生
涯
学
習
」
と
は
、

学
校
は
も
と
よ
り
、

社
会
の
中
で
、
生
涯

を
と
お
し
て
行
な
う

様
々
な
学
び
の
こ
と

で
す
。
生
涯
学
習
は
、
人
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

「
学
び
合
い
の
活
動
」
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
よ
り
温

か
な
郷
土
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
だ
よ
り
は
、
市
民

一
人
一
人
の
学
び
の
機
会
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
学

び
の
場
」「
出
合
い
の
場
」
を

お
知
ら
せ
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

平
成
20
年
度

人
権
作
品
集『
お
も
い
や
り
』か
ら

同
じ
人
間
と
し
て

安
中
第
一
中
学
校
２
年　

吉
岡
茉
美
奈

（
前
号
か
ら
の
続
き
）

　

意
識
せ
ず
相
手
が
ど
う
感
じ
る
か
も
考
え
ず
に
、
ゲ
ー
ム

の
よ
う
な
遊
び
感
覚
の
悪
ふ
ざ
け
だ
っ
た
こ
と
が
、
人
の
心

を
傷
つ
け
自
殺
に
追
い
込
む
。だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
言
動
に

は
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
、
自
分
の
行
動
に
は
責

任
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。弱
い
か
ら
い
じ
め
ら
れ
る

と
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
。弱
い
と
言
う
こ
と
は
隠
さ
な
く

て
も
い
い
と
思
う
。弱
い
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
人
の
気
持
ち

が
わ
か
ら
な
い
。い
じ
め
ら
れ
た
人
は
そ
の
分
だ
け
人
の
気

持
ち
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
優
し
い
人
だ
と
思
う
。

　

世
界
中
の
ど
こ
を
探
し
て
も
自
分
と
全
く
同
じ
性
格
を
持

つ
人
は
ど
こ
に
も
い
な
い
。世
界
に
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い

自
分
な
ら
私
た
ち
は
も
っ
と
自
分
の
命
を
大
切
に
使
う
べ
き

だ
。

　

ど
ん
な
に
些
細
な
言
動
で
も
相
手
が「
い
じ
め
」だ
と
思
え

ば
そ
れ
は「
い
じ
め
」に
な
る
。自
分
を
最
優
先
し
す
ぎ
、
自
分

が
良
け
れ
ば
全
て
よ
し
、
そ
ん
な
考
え
で
は
な
く
相
手
の
気

持
ち
も
考
え
ら
れ
る
の
が
人
権
だ
と
思
う
。私
も
、
自
分
の

「
い
じ
め
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
殻
を
破
り
、
ど
ん
な
人
で

も
傷
つ
け
ず
に
守
れ
る
よ
う
な
寛
大
な
人
に
な
り
た
い
。そ

し
て
、仲
間
の
大
切
さ
を
知
り
、差
別
や
い
じ
め
に
立
ち
向
か

う
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
完
）

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

市教育委員会では、「自然体験ひろば」を開催します。
夏休みに普段できないことに挑戦してみませんか？
日　　程 ▼８月19日( 水 )～20日( 木 )
場　　所 ▼おにし青少年野外活動センター（藤岡市保美濃山）
募集対象 ▼小学３～６年生 （30 名）
　　　　　（定員を超えた場合は抽選）
集合・解散場所 ▼市役所本庁または松井田文化会館（予定）
参 加 費 ▼１人　５，０００円
主な内容 ▼カヌー・川遊び・野外炊飯・テント泊など
申 込 み ▼はがきに（申込み者１名につき１枚）「①住所　②氏名　③
性別　④電話番号　⑤生年月日　⑥小学校名・学年　⑦保護者名」
を記入し、7月15日（水）までに下記へ郵送してください。（当日消印有効）
〒379－0292　安中市松井田町新堀245 　
安中市教育委員会　生涯学習課 「自然体験ひろば」係
※申込者には、抽選の有無にかかわらず通知を差し上げます
※参加決定者には「参加申込 ( 兼承諾 )書」を提出していただきます

自然体験ひろば　参加者募集自然体験ひろば　参加者募集自然体験ひろば　参加者募集
夏休み　キャンプをしよう！　カヌーに乗ろう！

（平成 20 年度の様子）

問合せ ▼生涯学習課社会教育係
（☎３８２－１１１１）

川遊び、楽しいよ！
ほかの学校の人とも
友達になれるよ。
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できごとできごとできごとできごとできごと

安中観光キャンペーンレディーが決定

　平成２１年度の「安中観光キャンペーンレディー」に
下記の皆さんが決定し、５月１７日（日）に市役所で
委嘱式が行われました。「安中観光キャンペーンレ
ディー」の皆さんは６月２７日（土）の磯部簗オープン
から本格的に活動を始め、観光宣伝イベントなどに
参加して市のＰＲに活躍していただく予定です。
「安中観光キャンペーンレディー」（敬称略）：左から
鈴木清香（安中市）・木村和希（安中市）・山口美則
（高崎市）・青山香澄（安中市）・武井志穂里（安中市）

春の環境美化運動

　環境美化運動の一環として不法投棄されたゴミ
の回収が（社）群馬県環境保全協会安中支部と（社）
群馬県環境資源保全協会安中支部の協力のもと、
５月３１日（日）に行われ、約１．６トンの古タイヤや洗
濯機などが回収されました。
　不法投棄は犯罪です。ごみはルールに従って適切
に処理してください。

浄水場一般開放

　６月１日からの水道週間にちなんで、６月７日（日）
に久保井戸浄水場が一般開放され、金魚すくいなど
のイベントのほか、小型緊急浄水器の稼働実演、職
員の案内による施設見学も行われました。
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　学習の森「ふるさと学習館」で８月３０日（日）まで
の日程で企画展「碓氷川流域の古墳文化」が開催さ
れ、市内の古墳から出土した埴輪や遺物が展示され
ています。普段はあまり見る機会がないものばかり
ですので、皆さんぜひご覧ください。詳しくは「広報
あんなか」４月号をご覧ください。
観覧料 ▼一般１００円・団体（２０人以上）
　　　　　　 ８０円・高校生以下無料　
※常設展示も一緒に観覧できます
問合せ ▼学習の森（☎３８２－７６２２）

学習の森企画展「碓氷川流域の古墳」

写真右：会場風景
写真左：展示されている埴輪
（後閑３号墳出土）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
20
年
度
後
期
技
能
検
定
合
格
者
発
表

　

技
能
検
定
は
働
く
人
た
ち
の
技
能
の
程
度
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、
特
級
・
１
級
・

単
一
等
級
・
２
級
・
３
級
に
格
付
け
し
て
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

今
回
の
検
定
で
見
事
合
格
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

問
合
せ
▼
商
工
観
光
課
工
業
労
働
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

職種名
機 械 検 査
機 械 検 査
機 械 検 査
冷 凍 空 気
調和機器施工
農業機械整備
機 械 検 査
冷 凍 空 気
調和機器施工
機 械 保 全
機 械 保 全
機 械 保 全
機 械 保 全
機 械 保 全
機 械 保 全
機 械 保 全
空気圧装置組立て
機 械 検 査
機 械 検 査
機 械 検 査
機 械 検 査
機 械 検 査
機 械 検 査
機 械 検 査
建 築 大 工
テ ク ニ カ ル
イラストレーション
テ ク ニ カ ル
イラストレーション

作　業　名
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
冷 凍 空 気
調和機 器施工作 業
農業機械整備作業
機 械 検 査 作 業
冷 凍 空 気
調和機 器施工作 業
機 械 系 保 全 作 業
機 械 系 保 全 作 業
機 械 系 保 全 作 業
機 械 系 保 全 作 業
機 械 系 保 全 作 業
機 械 系 保 全 作 業
機 械 系 保 全 作 業
空気圧装置組立て作業
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
機 械 検 査 作 業
大 工 工 事 作 業
テクニカルイラストレーション
手 書 き 作 業
テクニカルイラストレーション
手 書 き 作 業

級別
１級
１級
１級

１級

１級
２級

２級

２級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級

３級

３級

氏　名
横田　博之
佐俣　陽介
米谷　和真

松本　義典

伊藤　孝展
上原　雅哉

猿谷　　学

飯野　貴弘
萩原　達大
渡部　克己
真下　敏雄
荒井　政義
清水　和彦
茂木　　正
初川　一浩
鈴木　邦拓
笠原　史諒
上原　孝寛
飯塚　悠介
遠間　晃一
宮口美江子
中野　優仁
片桐　祐二

秋山　貴栄

松原　由貴

住　所
原 市
秋間みのりが丘
松井田町二軒在家

板 鼻

松井田町小日向
松井田町上増田

松井田町五料

安 中
安 中
安 中
原 市
原 市
松井田町人見
板 鼻
郷 原
下 磯 部
原 市
原 市
松井田町新堀
中 野 谷
中 野 谷
東 上 磯 部
鷺 宮

安 中

古 屋

所　　　属
㈱ IHI エ ア ロスペース
㈱ IHI エ ア ロスペース
㈱ IHI エ ア ロスペース

細 谷 工 業 ㈱

東日本三菱農機販売㈱
㈱ IHI エ ア ロスペース

藤 田 テ ク ノ ㈱

東邦亜鉛㈱安中精錬所
東邦亜鉛㈱安中精錬所
信越エンジニアリング㈱北関東事業所
東邦亜鉛㈱安中精錬所
三洋エナジートワイセル㈱
三洋エナジートワイセル㈱
東邦亜鉛㈱安中精錬所
㈱ミツバ研究開発センター
高 崎 工 業 高 等 学 校
高 崎 産 業 技 術 専 門 校
㈱ IHI エ ア ロスペース
高 崎 工 業 高 等 学 校
高 崎 工 業 高 等 学 校
㈱ IHI エ ア ロスペース
高 崎 工 業 高 等 学 校
高 崎 工 業 高 等 学 校

前 橋 産 業 技 術 専 門 校

前 橋 産 業 技 術 専 門 校



　

市
で
は
、
平
成
21
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
22
年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
・
増

築
し
た
家
屋
を
対
象
に
、
来
年
１
月
下
旬
ま
で
家
屋
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

工
事
が
完
了
し
た
家
屋
の
調
査
日
に
つ
い
て
都
合
の
よ
い
日
時
を
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
「
除
却
届
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
（
除
却
届
は
支
所
で
も
申
請
で
き
ま

す
）

問
合
せ
▼
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

１５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

　

地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
、
主
に
市
町
村
が
実
施
主
体
と

な
り
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
あ

る
土
地
登
記
の
単
位
と
な
る
一
筆
ご

と
の
土
地
に
つ
い
て
調
査
、
測
量
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
成
果
は
登
記
所
（
法

務
局
）
に
送
付
さ
れ
、
登
記
簿
と
地

図
（
公
図
）
と
し
て
備
え
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
不
動
産
登
記
の
精

度
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
土
地
取
引

の
円
滑
化
や
行
政
の
効
率
化
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
地
籍
調

査
を
実
施
す
る
区
域
は
、
毎
年
度
に

地
籍
調
査
実
施
区
域
の

お
し
ら
せ

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

小
字
単
位
を
目
安
に
実
施
地
区
を
決

め
て
進
め
て
い
ま
す
。

○
平
成
21
年
度
の
実
施
区
域

安
中
市
松
井
田
町
横
川
字
小
山
沢
・

梅
久
保
・
東
地
区
（
左
図
参
照
）

※

来
年
度
は
隣
接
す
る
松
井
田
町
横

川
字
兎
沢
・
上
ノ
平
・
二
階
を
予

定
し
て
い
ま
す

　

実
施
区
域
と
そ
の
隣
接
の
土
地
所

有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
後
に
説
明
会

開
催
の
通
知
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

事
業
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
前
準
備
な
ど
の
た
め
、
実

施
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
測
量

業
者
な
ど
関
係
者
が
立
ち
入
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
支
所
産
業
建
設
課
国
土
調

査
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

市民
INFORMATION
市民
INFORMATION

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou2@des.city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
382－1111　ＦＡＸ381－0503

市役所

平成２１年度地籍調査実施区域図
（○で囲まれた地域）

西毛総合運動公園プールがオープン
　今年も西毛総合運動公園プールが下記のとおりオープンし
ますので、使用ルールを守りご利用ください。
問合せ ▼同公園管理事務所（☎３８１－２７５９）

時間

料金

期間
午前９時～午後５時
７月１８日（土）～８月２３日（日）

１人１回 310 円
１人１回 150 円
１人１回 100 円
午前 3,150 円
午後 4,720 円

午前 6,300 円
午後 9,450 円

一般・高校生
小・中学生

25ｍプール

50ｍプール

幼児
個人使用

専用使用

※ロッカーの利用は１台１回につき50円
※７月 29・30・31 日、８月９日の午前は大会などのため
使用できません（31 日は予備日のため、30 日に大会が
行われれば使用できます）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION市民



花
火
楽
し
く
安
全
に
!!

花
火
楽
し
く
安
全
に
!!

花
火
楽
し
く
安
全
に
!!

８
月
３
日

８
月
７
日

１６
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
７
月
号

１７
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

警 察 官 募 集

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

学
歴
区
分
試
験
区
分

試
験
区
分

採
用
予

定
人
員

試
験
案
内

配
布
開
始

試
験
案
内

配
布
開
始

受
付
期
間

第
１
次
試
験
日
第
２
次
試
験
日

申
込
期
間

試
験
日
程

受
験
資
格

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
職
員
募
集

平
成
２
１
年
度
採
用
試
験
日
程

受
験
資
格

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
問
合
せ

▼高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
（
☎
32
2－
23
93
）

警
察
官
B

消 防 職
18 人

７
月
１
日

～

10
月
下
旬

11
月
上
旬

～

大 学

昭
和
５
７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成
２
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
（
昭

和
６
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成

２
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
す
）

※
１
　
学
歴
区
分
の
短
大
に
は
２
年
以
上
の
専
門
学
校
も
含
ま
れ
ま
す

○
第
１
次
試
験

９
月
６
日

○
第
２
次
試
験

１
０
月
下
旬

○
第
１
次
試
験

９
月
２
０
日

○
第
２
次
試
験

１
０
月
下
旬

試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求
は
、

○
直
接
請
求
の
場
合

▼配
布
日
以
降
に
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
・
安
中
消
防
署
・
郷
原
分
署
・
松
井
田
分
署
、
市
役
所
本
庁
・
支
所
に

て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
請
求
の
場
合

▼本
人
の
住
所
氏
名
を
表
に
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
に
14
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封
し
、

下
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表
に
「
消
防
職
員
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
先
：
〒
３
７
０
－
０
８
６
１
　
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
　
高
崎
市
八
千
代
町
１
－
１
３
－
１
０

○
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合
…
消
防
局
の
H
P（
ht
tp
://
te
d.
ci
ty
.ta
ka
sa
ki
.g
un
m
a.
jp
/s
ho
ub
ou
/）
か
ら
で
き
ま
す
。

　 群 馬 県 警 察 で は 、 次 の と お り 警 察 官 を 募 集 し ま す 。

問 合 せ ▼ 安 中 警 察 署 （ ☎ ３ ８ １― ０ １ １ ０ ）

　 　 　 　 松 井 田 警 察 署 （ ☎ ３ ９ ３― ０ １ １ ０ ）

　 　 　 　 ま た は 最 寄 の 駐 在 所 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

７
月
21
日
～
８
月
４
日

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は

　
8
月
3
日
ま
で

９
月
２
０
日

7
月
3
日

９
月
１
９
日

新
町
駐
屯
地

ま
た
は

相
馬
原
駐
屯
地

な
ど

９
月
２
３
日

９
月
２
７
日

９月
12
日
・
26
日

昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察

官
Ａ
の
受
験
資
格
学
歴
に
該
当
し
な
い
人

警
察
官
Ａ

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
大
学
既
卒
者
（
短
期
大
学
を
除
く
）、

ま
た
は
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

自 衛 官 募 集

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
（
☎
３
２
６
－
１
７
６
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ht
tp
://
w
w
w
.m
od
.g
o.
jp
/p
co
/g
un
m
a/

募
集
種
目

受
験
資
格

受
付
期
間

１
次
試
験

試
験
会
場

一
般
曹
候
補
生

航
空
学
生

２
等
陸
・
海
・
空
士

（
女
子
）

２
等
陸
・
海
・
空
士

（
男
子
）

１
８
歳
以
上

２
７
歳
未
満
の
男
性

１
８
歳
以
上

２
７
歳
未
満
の
女
性

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の

２
１
歳
未
満
の
男
女

１
８
歳
以
上

２
７
歳
未
満
の
男
女

８
月
１
日

９
月
１
１
日

試
験
日
の
前
日
ま
で

～

　 弁 護 士 や 司 法 書 士 に よ る 債 務

整 理 相 談 、 多 重 債 務 者 支 援 団 体

に よ る 生 活 再 建 相 談 、 県 こ こ ろ

の 健 康 セ ン タ ー に よ る こ こ ろ の

健 康 相 談 な ど を 面 接 に よ り 行 い

ま す 。 秘 密 は 厳 守 し ま す 。

日 時 ▼ ７ 月 11 日 （ 土 ）

午 後 １ 時 30 分 〜 ５ 時

場 所 ▼ 安 中 市 保 健 セ ン タ ー

借 金 問 題 に 関 す る

法 律 相 談 会

定 員 ▼ 25 人 （ 要 予 約 ・ 先 着 順 ）

相 談 方 法 ▼ 電 話 予 約 の う え 、 会

場 に お 越 し く だ さ い

予 約 ・ 申 込 み ▼

安 中 市 消 費 生 活 セ ン タ ー

（ ☎ ３ ８ ２

－

２ ２ ２ ８ ）

問 合 せ ▼

県 庁 消 費 生 活 課

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ６

－

２ ２ ８

４ ）
安 中 市 消 費 生 活 セ ン タ ー

（ ☎ ３ ８ ２

－

２ ２ ２ ８ ）

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

高 校
昭
和
６
１
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成
２
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

短 大

※ １
昭
和
５
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成
２
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

警
察
官
Ａ

（
男
性
）

警
察
官
Ｂ

（
男
女
）

高
校
生
と
学
ぶ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
と
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ

高
校
生
と
学
ぶ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
と
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ

高
校
生
と
学
ぶ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
と
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ

初
心
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
教
室

　
安
中
総
合
学
園
高
校
情
報
電
子
系
列
の
生
徒
が
、
パ
ソ
コ
ン
手
習
い
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。（
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
・
地
域
の
学
校
開
放
講
座
）

日
時

▼７
月
22
・
29
日
、８
月
５
・
12
日

※
各
回
と
も
水
曜
日
・
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所

▼安
中
総
合
学
園
高
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

費
用

▼無
料

参
加
資
格

▼パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
原
則
と
し
て
全
日
程
参
加
で
き
る
人

定
員

▼1
5
人
程
度（
先
着
順
）

内
容

▼Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
で
作
成
し
た
暑
中
見
舞
い
カ
ー
ド
に
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
で

作
っ
た
住
所
録
か
ら
宛
名
を
自
動
的
に
差
込
印
刷
で
き
る
よ
う
に
す
る
ほ

か
、合
計
や
平
均
の
算
出
な
ど
の
表
計
算
の
基
本
操
作

申
込
み

▼往
復
は
が
き
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
講
座
へ
の
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
安
中
総
合
学
園
高
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
（
〒
37
9－
01
16

安
中
市
安
中
１
－
２
－
８
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▼安
中
総
合
学
園
高
校（
☎
３
８
１
－
０
２
２
７
）

食 中 毒 に食 中 毒 に

気 を 付 け ま し ょ う気 を 付 け ま し ょ う

食 中 毒 に食 中 毒 に

気 を 付 け ま し ょ う気 を 付 け ま し ょ う

食 中 毒 に

気 を 付 け ま し ょ う

　 夏 は 温 度 ・ 湿 度 共 に 高 く 、 例 年 食 中 毒 が 多 く 発 生 し て い ま

す 。 こ れ か ら の 時 期 、 食 品 の 取 扱 い に は 特 に 注 意 し て く だ さ

い 。 食 中 毒 予 防 の 三 原 則 は 次 の ３ 点 で す 。

① 細 菌 を つ け な い

・ 調 理 前 に は 、 手 を よ く 洗 い ま し ょ う

・ 調 理 器 具 は 、 生 も の と 使 い 分 け を し て 、 生 肉 な ど が 触 れ た ま

な 板 、 包 丁 、 食 器 は 熱 湯 か 消 毒 薬 で 十 分 に 消 毒 し ま し ょ う

・ 食 品 は 、 ラ ッ プ に 包 ん だ り 、 ふ た

付 の 容 器 に 入 れ て 保 存 し ま し ょ

う
・ 使 用 水 は 、 消 毒 さ れ た 水 （ 水 道 水 ）

を 使 い 、 自 家 水 （ 井 戸 水 ） や 受 水 槽

の 衛 生 管 理 に は 注 意 し ま し ょ う

② 細 菌 を 増 や さ な い

・ 調 理 し た 食 品 は 、 早 め に 食 べ ま

し ょ う 。 す ぐ に 食 べ ら れ な い 場 合

に は 、 冷 蔵 庫 に 入 れ 低 温 で 保 存

し 、 食 中 毒 菌 の 増 殖 を 防 ぎ ま し ょ

う
③ 細 菌 を 殺 す

・ 調 理 す る と き は 、 食 品 の 中 心 ま で 十 分 に 火 が 通 る よ う に 加 熱

し ま し ょ う

安 中 市 役 所 ・ 碓 氷 安 中 医 師 会花火花火花火花火花火
　
家
庭
で
遊
ぶ
花
火
は
、お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
原
料
は
火
薬
で
あ
り
、取
り
扱
い
を
誤
る

と
大
変
危
険
で
す
。花
火
に
よ
る
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
燃
え
や
す
い
も
の
や
建
物
の
近
く
で
は
し
な
い
 

○
風
が
強
い
と
き
は
や
め
る

○
バ
ケ
ツ
な
ど
に
水
を
用
意
し
て
完
全
に
消
火
す
る
 
○
人
に
は
絶
対
に
向
け
な
い

○
小
さ
な
子
ど
も
に
は
大
人
が
つ
い
て
、安
全
な
楽
し
み
方
を
教
え
る

高
崎
市
等
広
域
消
防
局



１８
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
７
月
号

１９
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
7/
2・
16
　
8/
6　
9時
～
12
時

支
所
　
7/
6　
8/
3　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
7/
3・
17
　
8/
7　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
年
金
相
談

本
庁
　
7/
30
　
9時
30
分
～
16
時

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
7/
16
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
7/
10
　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
8/
4　
13
時
30
分
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

相
  談
  案
  内

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
７
月
１
日
～
８
月
１
５
日
） 　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

L M N O P Q R S T U V

A B C D E F G H I J K

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
7/
7・
21
　
8/
4

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
7/
14
・
28

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
7/
7・
14
・
21
・
28
　

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7/
7・
14
・
21
・
22
・
28
・
31
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8/
4・
11

文
化
会
館
　
　
　
　
　
7/
6・
13
・
21
・
27
・
31
　
8/
3・
10

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
7/
7・
14
・
21
・
28
　
8/
4・
11

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7/
6・
13
※・
21
・
22
・
27
※
　
8/
3・
10
※

学
習
の
森
　
　
　
　
　
7/
7・
14
・
21
・
22
・
28
　
8/
4・
11

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
7/
6・
13
・
20
・
21
・
27
　
8/
3・
10

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14

曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

行
　
　
事
　
　
名

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
：
00
～
12
：
00

●
歴
史
ジ
オ
ラ
マ
講
座

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
第
31
回
少
年
の
主
張
安
中
市
大
会

　
文
化
会
館
13
：
30
～

●
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
運
用
研
修
会

●
市
民
フ
リ
ー
ブ
ロ
ー
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
9：
00
～

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
：
00
～
12
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動（
～
20
日
）

●
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　
本
庁
13
：
30
～
17
：
00

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
10
：
00
～
11
：
30

●
桂
文
珍
独
演
会

　
文
化
セ
ン
タ
ー
15
：
00
～
17
：
00

日 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
歴
史
ジ
オ
ラ
マ
講
座

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
10
：
00
～
11
：
30

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
お
も
し
ろ
科
学
教
室

　「
ソ
ー
ラ
ー
モ
ー
タ
ー
を
作
ろ
う
！
」

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9：
30
～
12
：
00

●
石
器
作
り
体
験
講
座

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
：
00
 ～
 1
5：
00

●
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　（
奥
志
賀
高
原
焼
額
山
）

●
初
心
者
水
泳
教
室（
～
31
日
）

　
東
横
野
小

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ（
～
31
日
）

●
農
業
委
員
会
総
会
　
本
庁

　
11
：
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

日 １ 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

行
　
　
事
　
　
名

●
石
器
作
り
体
験
講
座

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
初
心
者
水
泳
教
室（
～
7
日
）

　
後
閑
小

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
10
：
00
～
11
：
30

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
市
民
水
泳
大
会

　
西
毛
総
合
運
動
公
園
8：
30
～

●
市
民
献
血

　
松
井
田
支
所
　
10
：
00
～
11
：
30
・

　
　
　
　
　
　
　
12
：
30
～
14
：
00

　
松
井
田
病
院
　
15
：
00
～
16
：
00

７
月行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

7
月
１
日
→
8
月
１
５
日

７
月
１
日
→
８
月
１
５
日

８
月

健
康
通
信

　
７
月
・
８
月
は
胃
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
子
宮
が
ん
、
乳
が

ん
個
別
検
診
も
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。今
年
度
か
ら
乳
が
ん
個
別
検

診
の
視
触
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
増
え
ま
し
た
の
で
、
通
知
を

ご
覧
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ど
ち
ら
の
検
診
も
申
込
者
に
対
し
受

診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
、
会
場
な
ど
は
通
知
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、本
庁
健
康

課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

7
月
5・
19
日
（
日
）　
8
月
2
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

８
　
月

７
　
月
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市
役
所
職
員
募
集

市
役
所
職
員
募
集

　市では平成 21年度の職員採用試験を次のとおり行います。採用年月日は平成 22 年４月１日です。所

定の用紙を７月21日（火）から市役所本庁職員課・支所地域振興課で配布しますので、必要事項を記

入のうえ、住民票抄本と成績証明書を添えて職員課職員係へお申し込みください。詳しい条件などに

ついては試験案内をご覧ください。

　また、郵送を希望する人はお問い合わせください。

問合せ ▼職員課職員係（☎３８２－１１１１）

市
役
所
職
員
募
集

市
役
所
職
員
募
集

市
役
所
職
員
募
集

区 分

一
般
行
政

試験

初級

中級

種類

事務職

文化財
行　政

技術職

採用予
定人員

10 名
程度

1名

1名

２次試験
10月下旬

面接試験
健康診断

１次試験
9月20日（日）
教養試験
事務適性検査
作文

教養試験

一般性格
診断検査

作　　文

一般性格
診断検査

試　験　資　格

昭和 62 年４月2日～平成 4 年４月１日
までに生まれた人で、高校卒業以上（卒
業見込みを含む）の人（18歳～22歳）
昭和58 年４月2日～平成 2年４月１日ま
でに生まれた人で、短期大学卒業以上（卒
業見込みを含む）の人（20歳～26歳）
昭和 54 年４月2日～昭和 63 年４月１日までに
生まれた人で、大学または大学院で考古学の専
門課程を修了した人で、発掘調査の管理および
指導、資料の調査、整理、研究並びに成果の公
開などの業務に意欲のある人（22歳～30 歳）
昭和 44 年４月2日以降に生まれた人で、1級
建築士の資格取得者で、建築基準適合判定資
格者または資格取得意志のある人（41歳未満）

　

定
額
給
付
金
の
申
請
書
は
、
３
月
30
日
に
各
世
帯
主
宛
で
発
送
し
ま
し
た
。申
請
期

間
は
平
成
21
年
10
月
５
日
ま
で
で
す
。（
当
日
消
印
有
効
）

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

期
間
内
に
申
請
が
な
か
っ
た
場
合
は
辞
退
と
み
な
さ
れ
、
定
額
給
付
金
は
支
給
さ
れ

　

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い

○
定
額
給
付
金
の
申
請
に
は
、次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

・
定
額
給
付
金
申
請
書（
請
求
書
）

　

・
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
コ
ピ
ー（
番
号
と
名
義
人
が
わ
か
る
部
分
）

※

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
企
画
課
定
額
給
付
金
対
策
係（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

うすい街道寄席うすい街道寄席うすい街道寄席

日時 ▼９月６日（日）　午後２時～
（開場：午後１時30 分）
場所 ▼松井田文化会館大ホール
チケット ▼全席指定（１人４枚まで）
７月18日午前 9時から文化会館窓口で販売開始

※前売りで完売した場合、当日券はありません
問合せ ▼松井田文化会館（☎３９３－４４００）

前　売　券
当　日　券

大　人
2,500円
3,000円

高校生以下
2,000円
2,500円

　

松
井
田
文
化
会
館
で
は
、「
笑
点
」で
お
な
じ

み
の
春
風
亭
昇
太
さ
ん
ほ
か
若
手
落
語
家
を

迎
え
て
の
寄
席
を
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
演
▼
春
風
亭
昇
太
・
三
遊
亭
遊
雀
・
林
家

木
久
蔵
・
三
遊
亭
王
楽

春
風
亭
昇
太
さ
ん


